
鳥取県 歯周病と糖尿病を予防する！医科歯科連携推進事業

糖尿病のあなた、歯周病ではありませんか?
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■鳥取県の糖尿病の推計人数
 （予備群、有病者）

糖尿病の予備群と有病者は、
年々、増加傾向にあります。

歯周病は多くの人がかかりやすい
病気で、20歳代以降増加し、歯を
失う主な原因となります。

■歯周病にかかっている人の割合

23,340

20,713 21,346 22,043

21,859

出典：鳥取県市町村特定健診データ 出典：H22鳥取県民歯科疾患実態調査
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歯周病のあなた !!
　糖尿病かもしれません?!!

～ 歯周病と

　 　からだの病気 ～
歯周病の影響が全身に…

歯周病を治療すると糖尿病もよくなる

糖尿病と歯周病の関係

歯周病悪化

糖尿病悪化
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歯周病は、網膜症、腎症、神経障害、心筋梗塞、脳梗塞に次
いで、糖尿病の第６番目の合併症といわれ、糖尿病が歯周病
を引きおこすことは、よく知られていました。さらに、最近で
は、歯周病を改善すると、糖尿病の状態もよくなるという画
期的なデータも発表されています。

糖尿病とは
インスリンが足りなかったり、充分働かないことにより、血
糖値が高くなってしまう病気です。初期には自覚症状が少
なく、気づきにくいのが特徴です。
重症化し、合併症（網膜症、腎症、神経障害、心筋梗塞、脳
梗塞など）が現れて初めて気づくことも多い、たいへん恐
い病気です。
そして、歯周病は第６の合併症とも言われ、糖尿病患者に
対しては、歯周病治療を行うことが勧められています。

歯周病が
糖尿病を引きおこしたり、悪化させることも？

上記の症状にあてはまるものがあれば
糖尿病の検査を受けましょう！

上記の症状にあてはまるものがあれば
糖尿病の検査を受けましょう！

糖尿病の人は、免疫力が低下して、歯ぐきの炎症が起こりや
すくなるため、糖尿病が歯周病をもたらし、悪化させるとい
われています。さらに、歯周病がひどくなると炎症によって
出てくる物質TNF-α（炎症性サイトカイン・生理活性物質）
が、インスリンの血糖値をコントロールする働きを妨げて、
糖尿病の状態を悪くするといわれています。

歯周病菌の毒素などが増
加してインスリンの働き
を妨げる物質が作られる｠

インスリンの効き目が悪
くなる

歯周病菌に感染しやす
くなる

血管がもろくなる
血液のめぐりが悪くなる
体の抵抗力が弱くなる

糖尿病にかかりやすいかどうかのチェックリスト

糖尿病になっているかどうかのチェックリスト

□ 太っている
□ 食べ過ぎている
□ お酒をたくさん飲む
□ おやつを必ず食べる
□ 脂っこいものが好き
□ 甘いものが好き
□ 夕食が遅く極端に多

く食べる
□ 食事時間が不規則
□ 家族や親戚に糖尿病

の人がいる

□ 野菜や海草類をあまり食
べない　　

□ 朝食は食べない
□ ドリンク剤をよく飲む
□ 運動不足である
□ ゆっくり休めない
□ ストレスがたまっている
□ 40歳以上である
□ 妊娠中に血糖値が高いと

言われたことがある

□ このごろ太ってきた
□ 食べても食べてもや

せる
□ とても喉がかわく
□ 食欲がありすぎてい

くらでも食べられる
□ おしっこの回数が増

えて、量も多い
□ 尿のにおいが気になる
□ 全身がだるい
□ 疲れやすい
□ 肌がかゆい、かさつく

□ 下腹部がかゆい
□ 手足がしびれたり、ピリ

ピリする
□ 視力が落ちた気がする
□ 立ちくらみがある
□ 甘いものが急にほしく

なる
□ ちょっとしたやけどや傷

の痛みを感じない
□ おしっこが出にくく、出

ても残った感じがする
□ 足がむくむ、重くなる

（　　　）引用：厚生労働省ホームページ



出典：『からだの健康は歯と歯ぐきから』8020 推進財団より


